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1.　既 に都築，矢 部，立花1)が展開した単分子膜レン

ズ法による洗浄力 試験の方法を詳細に検討し2) 表 面反

射率による従来の定量法では得られな かった洗浄に関す

る一そ う十分な情報を得る ための実験法 の確立を目的 と

し た。

2. 3. a)油脂 の種類　牛脂，ステ アリン酸, ヤシ油,オレ

イン酸， ラウリル アルコ ール を用い，いずれも正規の検

度線 を得 た。

ｂ)汚染 法　油脂 のecu 溶液を用い連続汚染す る 方

法 とC6H6 溶 液とし ピペットで注 加する方 法があ る。経

日記よる洗浄性 の変化 が著しいので精度高い実験法には

注 加法がよい。

ｃ)抽出方法　布上 の油脂は ミクロソックスレー で抽

出したが抽出ベンゼ ンが15回以上循環(平均３時間以 内)

すれば平衡値が得 られ る。

ｄ)付着量の限界 と実験精度　洗浄試験にかけや す い

0.4g程度 の木綿原布で精度のよい測定を行 うには油脂量

2.5mg  (0.6%  owf) 程度がよいが，抽出液の濃縮を行え

ば0.2～0.3mg 程度まで の測定は可能である。洗浄後の残

留mm 定量 にはこ の限界 と洗浄効率 との関係を考慮 する

必 要がある。単分子膜展 開のバ ット面積 は230cm2  （23 ×

10）を用いているが，あま り縮小 する と壁面の影響を う

け誤差 の原因 となる。

ｅそ の他　温度変化によ る容積補正，原布 のブ ラン ク

補正等 につい ても検討 を行 つ牝。　　　　 ｀

Ｄ

恥

都築,矢部,立花: 日本化学 会第 ９年会講演（6036 ）

平尾: 日本家政学会第11回総会講演（ 被　　 ）


